
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県航空機産業振興ビジョン 
～アジアの航空機システムの拠点づくり～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年５月 

 

長野県産業労働部 

 

  



ビジョン策定趣旨 
 

平成 27 年 11 月、三菱航空機による国産初のジェット旅客機 MRJ（三菱リージョナルジェット）の初

飛行が成功し、昭和 48 年の「YS-11」生産終了以来完成機事業が途絶えていた日本の航空機産業は、歴

史的転換点を迎えた。これにより、将来に向けて国内関連産業規模の大幅な拡大が期待されるとともに、

航空機の国産比率を高める気運も高まっている。 

国においても、関係７省庁（内閣官房、総務省、外務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省、防衛

省）が平成 27 年 12 月に「航空産業ビジョン」を策定し、「政府として、今後、完成機、エンジン、装備

品等様々な分野で国産比率を高め、自動車に続く我が国の基幹製造産業として発展させることを目指す」

という方針を表明したところである。 

 

ところで、長野県には、以前から航空機部品の製造を行っている大手・中堅企業の工場が立地してい

たものの、クラスター形成には至っていなかった。こうした中、平成 18 年にスタートした「飯田航空宇

宙プロジェクト」は、（公財）南信州・飯田産業センターのプロジェクトマネージャーなどの尽力により、

中部５県が取り組む国際戦略総合特区「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区」へと発展し、飯

田下伊那地域を中心に航空宇宙産業クラスターが形成されつつある。 

他方、県では、平成 24 年３月に「長野県ものづくり産業振興戦略プラン」を策定し、「環境・エネル

ギー」、「健康・医療」、「次世代交通」の３つの成長分野に対して重点的に支援している。航空機産業は、

「次世代交通」の一分野に位置付けられ、これまで、県では、国際戦略総合特区への参画による国の優

遇制度の導入や飯田下伊那地域におけるクラスター拠点工場整備などにより支援してきたところである。 

 

航空機産業は、現時点での市場規模は自動車産業等の分野に比べ小さいが、高い成長性と長期に亘る

受注が期待されている。さらに、高度な技術と厳しい品質保証が要求される航空機分野を経営の柱の一

つとすることができれば、経営の安定化、技術力・品質保証力のレベルアップ、外部からの評価の向上、

他分野の受注拡大や人材確保などが期待できる。 

また、本県は、精密・電子・情報分野における国内有数の産業集積地を形成しており、これらの技術は

装備品（航空機システム）分野への応用可能性が高いため、航空機システムの国産化と我が国航空機産

業の発展に大いに貢献できる可能性がある。 

 

そこで今回、国内外の航空機市場が拡大するこの好機を捉え、「アジアの航空機システム拠点」の形成

を目指し、将来を見据えて航空機産業の振興に取り組む指針として、本県のビジョンを策定する。 

この本県の航空機産業を、更に上のステージに引き上げるとともに、県全体へ波及させることにより、

長野県の産業活性化を目指していく。 
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